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 要 旨   

目的：アルコール使用障害（AUD）は、社会的、経済的、健康的な側面に大きな悪影響を及ぼ

す、深刻かつ有病率の高い精神障害である。AUD 発症の危険因子や既存の AUD の再発の危険

因子を特定することは、予防や治療アプローチに極めて重要である。アルコールに関連する

潜在的な連合は飲酒に寄与することが示されており、突然の再発を部分的に説明する可能性

がある。本研究の目的は、断酒中の AUD患者における潜在的な連合を調査し、陰極経頭蓋直

流刺激（tDCS）が潜在的な連合を調節するかどうかを検証することである。 

 

方法：平均断酒日数 31.5 日（SD=36）の断酒中 AUD 患者 27 名を対象に、アルコールに関連

した 2種類の潜在連合テスト（IAT）および 2種類の対照課題（花-虫 IAT、ストループ課題）

の成績を測定した。課題実行中に、左背外側前頭前野（dlPFC）に 1mA の陰極または偽 tDCS

を疑似対照被験者内デザインで施行した。 

 

結果：断酒している AUD患者には、アルコール回避の潜在的バイアスと、潜在的非飲酒アイ

デンティティがあることが示された。陰極 tDCS はアルコールに関連した潜在連合もコント

ロール課題も変調させなかった。 

 

結論：本研究は、AUD 患者におけるアルコールに関連した潜在連合に関する知見を補完する

ものであり、神経調節介入による潜在連合の変化の効果は、今回のパラメータでは示されな

かった。 
 


